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３月７日（金）本校３６回目となる卒業証書授与式を挙行しました。保護者の皆様、多くのご来賓の皆様に

見守られ、１３０名の卒業生が卒業証書を受け取りました。また、在校生の代表として参加した２年生の式に臨

む態度、式歌斉唱・校歌斉唱なども、とても素晴らしい姿でした。 

これまで、「行事の天才」として、学校行事を盛り上げてきた 3年生が卒業するのは、大変寂しい思いがしま

すが、それぞれの進路で大きく羽ばたいてほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

また、１，２年生は、卒業式に向け、会場準備や教室の飾り付け、校内の清掃を行いました。これまでお世話

になった先輩方にお礼を伝えるかのように、隅々まで熱心に清掃に取り組む姿が見られました。 

4月にはそれぞれ進級し、新入生を迎えますので、準備を進めてほしいと思います。 

 

 

   

１学年では、体育の授業でダンスを履修しており、21日にその

成果を披露する発表会を行いました。発表会が決まってからは、昼

休みに練習する姿も見られ、今回の発表会にかける熱い思いがあ

ふれていました。当日は、９つのグループが課題曲とそれぞれ選ん

だ曲に振付をつけ、いきいきと踊る姿が見られました。 

第３６回卒業証書授与式 

胸を張って退場 卒業証書授与 1，2 年生による準備 

1 年生 ダンス発表会 



   

 

卒業式の翌週から、各学級では、生徒総会の議案審議を行ってきました。生徒会役員の提案を学級で審議

し、質問を考えたり、より効果的な取組になるよう修正案を出したりと、どの学級も熱心に話し合っている様子

が見られました。また、17日には、体育館で生徒総会が行われました。議長の進行のもと、各学級で意見を出

し合いながら、来年度の生徒会活動について話し合うことができました。４月からの活動が楽しみです。 
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東日本大震災から１４年が経ちました。１学年では、防災士や甲種防

災管理者等の資格をもった新稲教諭が、震災に関連した授業を行いま

した。１４年前の震災がどのようなものだったのか、また、新稲教諭が神

戸に住んでいた際に経験した避難所生活などを含めて、震災による被

害と防災意識について学習しました。「なぜ私たちは震災を風化させて

はいけないのか？」という問いに、真剣に考える生徒の様子が見られました。 

【お知らせ】 ①学校からの緊急連絡は、安心メールとともに「すまっぽん」及び須恵町の HP のトップページに 

掲載されますので、ご確認ください。「すまっぽん」は、右の QR コードからアクセスできます。 

        ②「欠席」「遅刻」等の連絡につきましては、安心・安全メールのアプリを利用していただくよう 

お願いします。なお、アプリの登録がお済でない場合は、各担任か教頭へお尋ねください。 

 

【今後の予定】 

 

4 月 07日（月）始業式 

  08 日（火）入学式準備・ランチ開始 

  09 日（水）入学式 

  11 日（金）学力分析テスト 

  16 日（水）全国学力・学習状況調査（理） 

17日（木）全国学力・学習状況調査（国数） 

  26 日（土）授業参観 

  28 日（月）振替休日 

 

 

5 月 1 日（木）宿泊体験学習（1 年） 

  2 日（金）宿泊体験学習（1 年） 

  11 日（日）PTA美化作業 

 17 日（土）体育会 

  19 日（月）体育会振替休日 

  24 日（土）二小運動会 

学級審議 議長・副議長 

生徒総会に向けた取組 

総会の全体の様子 

3.11 東日本大震災に関する防災学習 

3月 10日の授業の様子 


